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平成２０年度精神科専門薬剤師認定試験の実施について	 

	 	 

	 

平素より、薬剤師業務向上のためにご奮闘されていることに敬意を表します。 
さて、当会では精神科専門薬剤師の認定を目的とした認定試験を下記の日程で実施

いたします。本認定試験は、認定試験合格時または合格後１年以内（次年度の認定申

請時まで）に精神科専門薬剤師認定申請資格の全ての条件を満たすことのできる方が

対象です。	 

受験をご希望される方は申込書に必要事項をご記入の上、平成２１年１月２３日

（金）までにＦＡＸにてお申し込み下さい。お申し込みされた方に、事務局から、手

続きについてご連絡させていただきます。	 

 
 

記	 

	 

	 	 

日	 時	 ：	 平成２１年２月１１日（水・祝）	 	 １０時～１２時	 

	 

場	 所	 ：	 日本薬学会	 長井記念ホール（東京都渋谷区渋谷２‐１２‐１５）	 

	 

出題基準	 ：	 別添のとおり	 

	 

受験料	 ：	 １０，５００円（税込）	 	 

	 

	 

＜申込み・問い合わせ先＞	 

〒１５０‐０００２	 

	 東京都渋谷区渋谷２‐１２‐１５	 	 

日本薬学会長井記念館８階	 

	 社団法人	 日本病院薬剤師会	 事務局総務課	 

ＴＥＬ	 ０３‐３４０６‐０４８５	 

	 	 	 ＦＡＸ	 ０３‐３７９７‐５３０３	 

 



日本病院薬剤師会	 事務局総務課宛	 

ＦＡＸ	 	 ０３－３７９７－５３０３	 

	 

	 

平成２０年度	 

精神科専門薬剤師認定試験	 申込書	 
	 

	 

※	 施設名	 	 	 

※	 所属部署名	 	 	 

役職名	 	 	 

※	 施設所在地	 
〒	 

	 

※	 氏名	 	 	 

※	 ＴＥＬ	 	 	 

ＦＡＸ	 	 	 

※	 会員番号	 	 	 

備考	 	 	 

	 

注１	 ※印は記載必須項目です。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

                                         



                                        

別 添  

 

平成２０年度精神科専門薬剤師認定試験 

 

出題基準 

 
精神科薬物療法認定薬剤師認定試験出題基準に加え、	 

１．精神保健福祉に関する法律(精神保健福祉法、医療観察法、障害者自立支援

法など)	 

２．精神疾患患者とのコミュニケーション	 

３．向精神薬に関する基礎薬理	 

４．新薬(海外で既に使用されている薬剤、国内で治験が許可されている薬剤な

ど)に関する知識	 

５．精神症状評価尺度	 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成２０年度精神科薬物療法認定薬剤師認定試験 

 

出題基準 

 
１．精神科疾患	 

１）統合失調症	 

① 統合失調症の診断基準が説明できる。	 
② 統合失調症の評価尺度が説明できる。	 
③ 統合失調症の疫学が説明できる。	 
④ 統合失調症の病態が説明できる。	 
⑤ 統合失調症の治療方法が説明できる。	 

２）気分障害	 

① 気分障害の診断基準が説明できる。	 
② 気分障害の評価尺度が説明できる。	 
③ 気分障害の疫学が説明できる。	 
④ 気分障害の病態が説明できる。	 
⑤ 気分障害の治療方法が説明できる。	 

３）神経症・心身症	 

① 神経症・心身症の診断基準が説明できる。	 
② 神経症・心身症の疫学が説明できる。	 
③ 神経症・心身症の病態が説明できる。	 
④ 神経症・心身症の治療方法が説明できる。	 

４）アルコール依存症	 

① アルコール依存症の診断基準が説明できる。	 
② アルコール依存症の疫学が説明できる。	 
③ アルコール依存症の病態が説明できる。	 
④ アルコール依存症の治療方法が説明できる。	 

５）広汎性発達障害	 

① 広汎性発達障害の診断基準が説明できる。	 
② 広汎性発達障害の疫学が説明できる。	 
③ 広汎性発達障害の病態が説明できる。	 
④ 広汎性発達障害の治療方法が説明できる。	 

６）認知症	 

① 認知症の診断基準が説明できる。	 
② 認知症の評価尺度が説明できる。	 
③ 認知症の疫学が説明できる。	 
④ 認知症の病態が説明できる。	 
⑤ 認知症の治療方法が説明できる。	 

	 

２．心理教育	 



１）心理教育の理論	 

① 心理教育の目的が説明できる。	 
② 心理教育の理論が説明できる。	 
③ 心理教育の効果が説明できる。	 

２）心理教育の実際	 

①	 心理教育の実践と評価が説明できる。	 

②	 心理教育と薬物治療の併用効果が説明できる。	 

	 

３．向精神薬	 

１）向精神薬の分類	 

① 向精神薬の分類が説明できる。	 
② 向精神薬の使用目的が説明できる。	 

２）抗精神病薬	 

① 抗精神病薬の分類が説明できる。	 
② 抗精神病薬の治療目標が説明できる。	 
③ 抗精神病薬の薬理作用が説明できる。	 
④ 抗精神病薬の効果が説明できる。	 
⑤ 抗精神病薬の副作用が説明できる。	 
⑥ 薬原性錐体外路症状とその評価が説明できる。	 
⑦ 抗精神病薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑧ 効果的な薬物治療が提案できる。	 
⑨ 定型抗精神病薬から非定型抗精神病薬への切り替えについて提案でき
る。	 

３）抗うつ薬	 

① 抗うつ薬の分類が説明できる。	 
② 抗うつ薬の治療目標が説明できる。	 
③ 抗うつ薬の薬理作用が説明できる。	 
④ 抗うつ薬の効果が説明できる。	 
⑤ 抗うつ薬の副作用が説明できる。	 
⑥ 抗うつ薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

４）気分安定薬	 

① 気分安定薬の分類が説明できる。	 
② 気分安定薬の治療目標が説明できる。	 
③ 気分安定薬の薬理作用が説明できる。	 
④ 気分安定薬の効果が説明できる。	 
⑤ 気分安定薬の副作用が説明できる。	 
⑥ 気分安定薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

	 

	 

５）抗不安薬	 



① 抗不安薬の分類が説明できる。	 
② 抗不安薬の治療目標が説明できる。	 
③ 抗不安薬の薬理作用が説明できる。	 
④ 抗不安薬の効果が説明できる。	 
⑤ 抗不安薬の副作用が説明できる。	 
⑥ 抗不安薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

６）睡眠薬	 

① 睡眠薬の分類が説明できる。	 
② 睡眠薬の治療目標が説明できる。	 
③ 睡眠薬の薬理作用が説明できる。	 
④ 睡眠薬の効果が説明できる。	 
⑤ 睡眠薬の副作用が説明できる。	 
⑥ 睡眠薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

７）抗酒薬	 

① 抗酒薬の薬理作用が説明できる。	 
② 抗酒薬の治療目標が説明できる。	 
③ 抗酒薬の効果が説明できる。	 
④ 抗酒薬の副作用が説明できる。	 
⑤ 抗酒薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑥ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

８）抗認知症薬（中核症状）	 

① 抗認知症薬の薬理作用が説明できる。	 
② 抗認知症薬の治療目標が説明できる。	 
③ 抗認知症薬の効果が説明できる。	 
④ 抗認知症薬の副作用が説明できる。	 
⑤ 抗認知症薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑥ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

９）抗認知症薬（周辺症状）	 

① 周辺症状の治療目標が説明できる。	 
② 周辺症状の治療薬の効果が説明できる。	 
③ 周辺症状の治療薬の副作用が説明できる。	 
④ 周辺症状の治療薬の相互作用及び禁忌が説明できる。	 
⑤ 効果的な薬物治療が提案できる。	 

	 

４．薬剤管理指導業務	 

１）統合失調症患者に対して	 

① 薬物治療の目的が説明できる。	 
② 副作用と対処方法が説明できる。	 
③ 服薬継続の必要性が説明できる。	 

２）気分障害患者に対して	 



① 薬物治療の目的が説明できる。	 
② 副作用と対処方法が説明できる。	 
③ 服薬継続の必要性が説明できる。	 

３）神経症・心身症	 

① 薬物治療の目的が説明できる。	 
② 副作用と対処方法が説明できる。	 

４）アルコール依存症	 

① 薬物治療の目的が説明できる。	 
② 副作用と対処方法が説明できる。	 

５）広汎性発達障害	 

① 薬物治療の目的が説明できる。	 
② 副作用と対処方法が説明できる。	 

６）認知症	 

① 薬物治療の目的が説明できる。	 
② 副作用と対処方法が説明できる。	 

 

参考図書 

・ 精神疾患の薬物療法ガイド（星和書店） 

・ 新規抗精神病薬のすべて（先端医学舎） 

・ 薬原性錐体外路症状の評価と診断（星和書店） 

・ 精神薬理学エッセンシャルズ第 2版（メディカルサイエンスインターナショナル） 

・ 臨床精神医学講座２・精神分裂病Ⅰ（中山書店） 

・ 第二世代抗精神病薬の臨床（新興医学出版） 

・ DSM-Ⅳ-TR 精神疾患の分類と手引（医学書院） 

・ ICD-10 精神および行動障害 （医学書院） 

・ ＮＥＷ 精神医学改訂第２版（南光堂） 

・ わかりやすいＳＳＴステップガイド（星和書店） 

・ 家族教室のすすめ方（金剛出版） 

・ 改定レジデントハンドブック・Case Study 抗不安薬・睡眠薬・抗うつ薬・気分安定

薬の使い方  監修 上島国利、久保木富房、アルタ出版、東京． 

・ カプラン  臨床精神医学テキスト DSM-Ⅳ-TR 診断基準の臨床への展開 第

２版 監訳 井上令一、四宮滋子、マディカル・サイエンス・インターナショナル、

東京． 

・ 臨床精神神経薬理テキスト（星和書店） 

・ 精神科薬剤師業務標準マニュアル 2007-08，南山堂、東京． 

・ 向精神薬の等価換算（星和書店） 

・ 精神疾患の薬物治療法ガイド（星和書店） 

・ 薬原性錐体外路症状の評価と診断（星和書店） 

・ 統合失調症の薬物療法 100 の Q&A（星和書店） 

・ 一般精神科医のための子供の心の診療テキスト 厚生労働所雇用均・等児童

家庭局 

・ アルコール・薬物関連障害の診断・治療ガイドライン（じほう） 



	 


